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（百万円未満切捨て）

1. 2023年3月期第2四半期の業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 19,632 67.9 2,017 ― 2,906 ― 2,192 ―

2022年3月期第2四半期 11,694 40.8 △1,000 ― △913 ― △933 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 59.59 ―

2022年3月期第2四半期 △25.37 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 79,637 28,680 36.0

2022年3月期 76,586 26,509 34.6

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 28,680百万円 2022年3月期 26,509百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年3月期 ― 10.00

2023年3月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 50.6 3,000 ― 3,900 ― 2,900 ― 78.81

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 36,800,000 株 2022年3月期 36,800,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 1,424 株 2022年3月期 1,336 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 36,798,635 株 2022年3月期2Q 36,798,664 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P.2「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、２０２２年１１月２４日（木）に証券アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料については、開催後速やかに当社ホー
ムページに掲載する予定です。
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(参考)事業別売上高 (単位：百万円)

当第２四半期累計期間 前年同期 増減率（％）

チタン事業 国　内 6,444 3,421 88.4

輸　出 10,962 6,462 69.6

　計 17,407 9,884 76.1

高機能材料事業 2,224 1,498 48.4

その他 － 311 －

合　　計 19,632 11,694 67.9

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスに対する活動制限の緩和や正常化への兆し

がみられるようになりました。しかしながら、外国為替市場における円安進行や物価高騰など景気の先行きは依

然として不透明な状況が継続しております。また、海外経済においても、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻

は長期化、地政学リスクの影響に因るエネルギー資源や原材料価格の高騰といったサプライチェーンへの影響は

継続しております。加えて、米国や欧州における政策金利の引き上げといった金融引き締めが進む一方で物価上

昇や為替動向など様々な要因により、景気の先行きは未だ不透明な状況となっております。

当社事業におきましては、航空機需要の段階的な回復に加え、チタンのサプライチェーン再編によりスポンジ

チタンの需要は更に高まってきております。こうした中でチタン事業では、航空機用途向けが主体である輸出ス

ポンジチタンの売上高が前年同期比69.6％増、一般産業用途向け主体の国内スポンジチタン等の売上高が同

88.4％増といずれも大幅に改善し、チタン事業の売上高は17,407百万円（前年同期比76.1％増）となりました。

高機能材料事業では、半導体関連のスパッタリングターゲット用高純度チタンや球状チタン合金粉末の販売が

増加したこと等により、売上高は2,224百万円（前年同期比48.4％増）となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は、19,632百万円（前年同期比67.9％増）となりました。損益に

つきましては、チタン鉱石や電力価格の上昇といった悪化要因はありましたが、販売量の増加、価格是正、稼働

率の向上、為替差益等により、営業利益は2,017百万円（前年同期は1,000百万円の損失）、経常利益は2,906百

万円（前年同期は913百万円の損失）、当期純利益は2,192百万円（前年同期は933百万円の損失）となりまし

た。

（注）　その他欄に記載の売上高は生産を終了したポリシリコン事業に関する残存在庫の売却によるもの

です。2021年度にて全て販売完了しております。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

①資産

当第２四半期会計期間末の総資産の残高は、79,637百万円と前事業年度末と比べ3,050百万円増加いたしまし

た。これは、売掛金及び棚卸資産が増加したものの現金及び預金並びに固定資産が減少したことが主な要因であ

ります。

②負債

当第２四半期会計期間末の負債の残高は、50,957百万円と前事業年度末と比べ880百万円増加いたしました。

これは、未払消費税が減少したものの買掛金が増加したことが主な要因であります。

③純資産

当第２四半期会計期間末の純資産の残高は、28,680百万円と前事業年度末と比べ2,170百万円増加いたしまし

た。これは、四半期純利益により利益剰余金が増加したことが主な要因であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2022年８月４日公表の通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、

本日(2022年11月２日)公表いたしました「2023年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異及び通期業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,666 9,266

売掛金 13,507 16,689

商品及び製品 10,655 9,367

仕掛品 2,091 3,146

原材料及び貯蔵品 4,375 6,294

その他 223 111

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 41,515 44,872

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 9,058 9,028

機械及び装置（純額） 8,224 7,734

土地 14,823 14,823

建設仮勘定 543 948

その他（純額） 441 402

有形固定資産合計 33,091 32,937

無形固定資産 822 775

投資その他の資産 1,157 1,051

固定資産合計 35,071 34,764

資産合計 76,586 79,637

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2022年９月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 2,727 4,753

短期借入金 9,700 19,000

未払金 141 113

未払法人税等 71 552

未払消費税等 1,279 95

設備関係未払金 920 488

賞与引当金 215 248

その他 250 281

流動負債合計 15,306 25,533

固定負債

長期借入金 30,800 21,500

資産除去債務 1,490 1,502

退職給付引当金 1,909 1,907

その他 571 513

固定負債合計 34,770 25,424

負債合計 50,077 50,957

純資産の部

株主資本

資本金 8,739 8,739

資本剰余金 8,943 8,943

利益剰余金 8,781 10,974

自己株式 △10 △10

株主資本合計 26,454 28,646

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 55 33

評価・換算差額等合計 55 33

純資産合計 26,509 28,680

負債純資産合計 76,586 79,637
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（単位：百万円）

 前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 11,694 19,632

売上原価 10,750 15,612

売上総利益 944 4,019

販売費及び一般管理費 1,944 2,002

営業利益又は営業損失（△） △1,000 2,017

営業外収益

受取利息及び配当金 3 6

為替差益 60 806

不用品売却益 44 112

受取賃貸料 19 19

雇用調整助成金 97 －

その他 14 73

営業外収益合計 239 1,018

営業外費用

支払利息 84 97

休止固定資産減価償却費 42 5

割増退職金 24 24

その他 0 1

営業外費用合計 152 129

経常利益又は経常損失（△） △913 2,906

特別利益

投資有価証券売却益 － 31

特別利益合計 － 31

特別損失

固定資産除却損 19 41

減損損失 － 260

特別損失合計 19 301

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △933 2,637

法人税等 0 444

四半期純利益又は四半期純損失（△） △933 2,192

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用)

　年間の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じて計算しております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度に対

し一時差異、経営環境等に著しい変化がある場合においてはその影響を加味しております。

（追加情報）

（ウクライナ情勢及び新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関する会計上の見積りについて）

前事業年度末に行った、ウクライナ情勢及び新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関する会計上の見

積りに重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注２）

合計
チタン事業 高機能材料事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,884 1,498 11,383 311 11,694

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 9,884 1,498 11,383 311 11,694

セグメント利益又は損失(△) △593 △642 △1,235 235 △1,000

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

合計
チタン事業 高機能材料事業 計

売上高

外部顧客への売上高 17,407 2,224 19,632 － 19,632

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 17,407 2,224 19,632 － 19,632

セグメント利益 1,715 302 2,017 － 2,017

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失の合計額と四半期損益計算書上の営業損失とに差額は生じておりません。

２　その他欄に記載の売上高及びセグメント利益は、生産を終了したポリシリコン事業に関する残存在庫

の売却によるものです。

当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　　セグメント利益の合計額と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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